
幻
の
黄
檗
寺
院

▲萬年寺▲円光寺

臨
済
宗
・
曹
洞
宗
と
と
も
に
、
日
本
の
三
禅
宗
の
1
つ
に

数
え
ら
れ
る
黄
檗
宗
は
、
江
戸
時
代
前
期
、
中
国
か
ら
渡
っ

て
き
た
隠い

ん
げ
ん
り
ゅ
う
き

元
隆
琦
（
1
5
9
2
～
1
6
7
3
）
が
、
京
都
宇

治
に
黄
檗
山
萬
福
寺
を
建
立
し
た
こ
と
に
始
ま
る
新
し
い
宗

派
で
す
。
隠
元
を
初
め
と
す
る
多
く
の
渡
来
僧
た
ち
に
よ
っ

て
、
当
時
の
最
新
の
中
国
文
化
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
黄
檗
宗

は
、
江
戸
時
代
の
人
々
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
し

た
。そ

の
よ
う
な
黄
檗
宗
は
、
天
台
宗
を
初
め
と
し
て
、
古

く
か
ら
仏
教
文
化
が
栄
え
た
歴
史
的
風
土
を
持
つ
近
江
に
も

も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
江
戸
時
代
前
期
の
近
江

に
は
、
戦
国
時
代
に
荒
廃
し
た
寺
院
が
多
く
、
黄
檗
僧
た
ち

は
、
こ
れ
ら
の
寺
院
の
堂
宇
や
寺
地
を
譲
り
受
け
、
黄
檗
寺

院
と
し
て
再
興
す
る
こ
と
で
、
黄
檗
宗
を
広
め
て
い
き
ま
し

た
。
現
在
、栗
東
市
内
に
は
、萬
年
寺（
小
野
）と
円
光
寺（
北

中
小
路
）
と
い
う
2
つ
の
黄
檗
寺
院
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
栗
東
市
域
に
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら

後
期
に
か
け
て
、
こ
の
２
つ
の
寺
以
外
に
も
、
さ
ら
に
2
つ
の

黄
檗
寺
院
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
坂
村
（
東

坂
）の
大
日
寺
と
、上か

ざ
ま
わ
り
む
ら

山
依
村（
御
園
の
一
部
）の
智
即
寺
で
す
。

こ
の
う
ち
大
日
寺
は
、
元
禄
5
年
（
1
6
9
2
）
に
東
坂

村
か
ら
黄
檗
宗
に
用
地
を
提
供
し
、宝
永
2
年
（
1
7
0
5
）

に
正
明
寺
（
蒲
生
郡
日
野
町
）
か
ら
開
山
を
招
い
て
開
か

れ
、
山
号
を
「
天
照
山
」
と
し
ま
し
た
。
村
内
の
阿
弥
陀
寺

の
本
尊
（
阿
弥
陀
如
来
立
像
）
は
、
そ
の
開
祖
・
隆

り
ゅ
う
ぎ
ょ
う
ほ
う
い
ん

堯
法
印

が
、
伊
勢
神
宮
で
天
照
大
神
か
ら
授
か
っ
た
と
す
る
伝
承

を
持
ち
、「
天
照
仏
」
と
称
さ
れ
て
信
仰
を
集
め
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
を
意
識
し
て
つ
け
ら
れ
た

山
号
・
寺
号
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
短
期
間
で
姿
を

消
し
た
ら
し
く
、
萬
福
寺
の
末
寺
を
ま
と
め
た
延
享
2
年

（
1
7
4
5
）
の
記
録
に
は
そ
の
名
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
智
即
寺
は
、
延
享
3
年
（
1
7
4
6
）
に
、
上

山
依
村
が
領
主
で
あ
る
膳
所
藩
に
願
い
出
て
、
村
内
の
字
智

即
寺
観
音
堂
に
、
円
光
寺
の
僧
・
自
徹
を
招
い
て
庵
を
建
立

し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
現
在
の
御
園
の
辻
越
地
区
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
早
く
も
宝
暦
3
年
（
1
7
5
3
）

に
は
無
住
と
な
っ
た
と
さ
れ
、
萬
年
寺
の
住
職
が
兼
務
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
山
城
国
（
京
都
府
）
か
ら

住
職
を
招
い
た
も
の
の
、
寛
政
12
年
（
1
8
0
0
）
に
は
、

住
職
が
大
萱
新
田
（
大
津
市
瀬
田
）
へ
の
移
転
を
願
い
出
ま

す
。
文
化
元
年
（
1
8
0
4
）
に
は
「
断
絶
」
し
た
智
即
寺

は
、安
政
6
年
（
1
8
5
9
）
に
は
「
無
住
」
の
寺
と
し
て
、

萬
年
寺
の
管
理
と
な
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
前
期
に
新
た
に
も
た
ら
さ
れ
た
黄
檗
宗
は
、
短

期
間
の
う
ち
に
人
々
の
心
を
つ
か
み
、
黄
檗
文
化
が
花
開
き

ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
歴
史
の
流
れ
の
中
で
姿
を
消
し

た
幻
の
黄
檗
寺
院
も
あ
っ
た
の
で
す
。

■
隠
元
禅
師
350
年
大
遠
諱
記
念
展
「
黄
檗
の
華
」

会
期
…
５
月
21
日
㈯
か
ら
７
月
３
日
㈰
ま
で

※
詳
細
は
お
知
ら
せ
版
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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